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昭
和
33
年
、
昭
和
の
合
併
か
ら
時
が
経
ち
、
町

民
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
唱
和
で
き
る
民
謡
が
欲
し

い
と
の
想
い
か
ら
玉
城
町
新
民
謡
が
募
集
さ

れ
、
翌
34
年
に
「
玉
城
音
頭
」
が
誕
生
し

ま
し
た
。

　
昔
は
、
学
校
や
各
種
祭
り
な
ど
で
見
ら
れ

た
恒
例
の
踊
り
も
、
い
つ
頃
か
ら
か
影
が
薄

れ
て
し
ま
って
い
ま
す
。

　

玉
城
音
頭
保
存
会
で
は
、
平
成
17
年
に

老
若
男
女
が
踊
り
や
す
い
よ
う
に
と
少
し

現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
継
承
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
「
玉
城
音
頭
」
を
こ
の
夏
復
活
さ
せ
よ

う
と
、
玉
城
音
頭
保
存
会
を
は
じ
め
町
商
工
会
女

性
部
な
ど
が
中
心
と
な
り
、
ま
た
玉
丸
城
太
鼓
保

存
会
の
協
力
を
得
て
、
そ
の
輪
を
広
げ
る
た
め
頑

張
って
い
ま
す
。

　

気
軽
に
楽
し
め
る
踊
り
で
す
。「
玉
城
音
頭
」

復
活
に
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

《
今
後
の
踊
り
予
定
》

　
■
ケ
ア
ハ
イ
ツ
玉
城
夏
ま
つ
り	

8
月
1
日
（
日
）

　
■
商
工
会
夏
ま
つ
り	

8
月
7
日
（
土
）

　
■
町
民
体
育
祭	

10
月
10
日
（
日
）

玉
城
町
教
育
委
員
会
選
定

玉　

城　

音　

頭

作
詞　

髙
垣
内　

悦
助

作
曲　

近
藤　

壽

歌
手　

松
本　

ひ
さ

　
　
　

三
宅　

進

演
奏　

K
T
B
管
弦
楽
団

一
．
玉
城
よ
い
と
こ	

城
山
ざ
く
ら

	

共
に
行
き
ま
し
ょ	

手
に
手
を
と
っ
て

	

お
ら
が
心
の	

意
氣
に
咲
く

	

そ
れ
ほ
ん
ま
に	

意
氣
に
咲
く

二
．
月
が
傾
く	

お
城
の
杜
に

	

君
と
泳
い
だ	

プ
ー
ル
の
水
に

	

今
宵
踊
り
の	

遠
ば
や
し

	

そ
れ
ほ
ん
ま
に	

遠
ば
や
し

三
．
玉
城
六
万
石	

来
て
み
や
し
や
ん
せ

	

国
束
お
ろ
し
に	

稲
穂
が
ゆ
れ
り
や

	

茸
の
香
り
が	

ほ
ん
の
り
と

	

そ
れ
は
ほ
ん
ま
に	

ほ
ん
の
り
と

四
．
玉
城
娘
は	

働
き
者
よ

	

吹
く
な
北
風	

大
根
洗
う

	

可
愛
い
あ
の
娘
の	

手
が
紅
い

	

そ
れ
ほ
ん
ま
に	

手
が
紅
い

五
．
ち
ょ
い
と
来
て
み
な	

玉
城
の
町
へ

	

結
ぶ
情
は	

街
道
一
よ

	

し
げ
る
木
立
に	

繁
る
町

	

そ
れ
は
ほ
ん
ま
に	

繁
る
町

玉城音頭の練習風景

玉
城
音
頭
復
活
!!
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特　
集

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

議
会
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

お
知
ら
せ
広
場

一
．
玉
城
よ
い
と
こ	

城
山
ざ
く
ら

	

共
に
行
き
ま
し
ょ	

手
に
手
を
と
っ
て

	

お
ら
が
心
の	

意
氣
に
咲
く

	

そ
れ
ほ
ん
ま
に	

意
氣
に
咲
く

二
．
月
が
傾
く	

お
城
の
杜
に

	

君
と
泳
い
だ	

プ
ー
ル
の
水
に

	

今
宵
踊
り
の	

遠
ば
や
し

	

そ
れ
ほ
ん
ま
に	

遠
ば
や
し

三
．
玉
城
六
万
石	

来
て
み
や
し
や
ん
せ

	

国
束
お
ろ
し
に	

稲
穂
が
ゆ
れ
り
や

	

茸
の
香
り
が	

ほ
ん
の
り
と

	

そ
れ
は
ほ
ん
ま
に	

ほ
ん
の
り
と

四
．
玉
城
娘
は	

働
き
者
よ

	

吹
く
な
北
風	

大
根
洗
う

	

可
愛
い
あ
の
娘
の	

手
が
紅
い

	

そ
れ
ほ
ん
ま
に	

手
が
紅
い

五
．
ち
ょ
い
と
来
て
み
な	

玉
城
の
町
へ

	

結
ぶ
情
は	

街
道
一
よ

	

し
げ
る
木
立
に	

繁
る
町

	

そ
れ
は
ほ
ん
ま
に	

繁
る
町

①前奏間奏とも

②玉城よいとこ

③城山ざくら

④共に行きましょ

⑤手に手をとって

⑥おらが心の

⑦意氣に咲く

⑧それほんまに
　意氣に咲く

チョチョンがチョン
と２回拍子

次に左足を右足前に出し
両手左斜下を２回繰り返す

手ぬぐいを持ち、揺らし
ながら右斜め前に３歩 左斜め前へ３歩

右に１回転

右足、右手を
１歩後ろへ

左足、左手を
１歩後ろへ

右足円内に
ふみこんで
顔の前から
両手開き

左足円外に
ふみこんで
顔の前から
両手開き

足をもど
して拍子

足をもど
して拍子

少しはやく
４歩で回る

５歩目で両足を
そろえ、もとの
位置にもどる

進行方向
時計針と反対方向

（以上をくりかえす）

内向のまま
右足から
両手右斜上

右手上へ 左手上へ

城山を
作るように

体の前で円を
描きながら
前へ３歩進む

体の前で円を
描きながら
前へ３歩進む

２回繰り返す

パッと手を
広げる
（さくらを
咲かすように）

パッと手を
広げる
（さくらを
咲かすように）

A

A

B

B

玉城音頭
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注
目
の
話
題

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　
６
月
中
旬
か
ら
約一カ
月
間
、
救
命
救

急
法
の
講
習
会
が
あ
り
、
約
3
0
0
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
講
習
会
は
、
夏
休
み
期
間
中
の
自

由
水
泳
で
プ
ー
ル
監
視
員
と
な
る
保
護
者
を

対
象
に
毎
年
同
時
期
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

講
師
は
町
女
性
消
防
団
員
と
伊
勢
市

消
防
本
部
職
員
が
あ
た
り
、
救
命
行
為

の
必
要
性
や
救
急
法
に
お
け
る
注
意
事
項

を
説
明
し
た
後
、
傷
病
者
の
呼
吸
の
観

察
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
の
取
り
扱
い
方
な
ど

救
命
処
置
の
流
れ
に
沿
っ
て
、
み
ん
な
が

助
け
合
う
こ
と
の
重
要
性
な
ど
実
技
を
交

え
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。

　
本
格
的
な
夏
を
む
か
え
、
水
の
事
故
が

多
発
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
入
水
す
る

前
は
必
ず
準
備
体
操
を
す
る
な
ど
十
分
に

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
６
月
11
日
、
環
境
教
育
の
一
貫
と
し
て
、

緑
の
カ
ー
テ
ン
を
作
る
こ
と
を
目
的
に
花

の
苗
（
ア
サ
ガ
オ
、
ゴ
ー
ヤ
）
と
苗
を
育

て
る
た
め
の
土
お
よ
び
プ
ラ
ン
タ
ー
を
各

小
学
校
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
こ
の
花
の
苗
は
、『
も
っ
て
こ
に
！
マ
イ

バ
ッ
グ
検
討
会
（
玉
城
町
・
松
阪
市
・
多

気
町
・
明
和
町
・
大
台
町
・
大
紀
町
）』

に
レ
ジ
袋
有
料
化
協
定
事
業
者
か
ら
レ
ジ

袋
収
益
金
と
し
て
納
入
さ
れ
た
資
金
を
活

用
し
、
検
討
会
が
構
成
市
町
内
に
あ
る
高

校
（
相
可
高
校
、
飯
南
高
校
、
昴
学
園

高
校
）
か
ら
購
入
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
４
月
23
日
に
も
、
ア
サ
ガ
オ

と
ヘ
チ
マ
の
種
を
こ
の
収
益
金
で
購
入
し
、

町
内
小
学
校
お
よ
び
保
育
所
に
寄
贈
し
ま

し
た
。

　
『
も
っ
て
こ
に
！
マ
イ
バ
ッ
グ
検
討
会
』

で
は
、
こ
れ
か
ら
も
納
入
さ
れ
る
収
益
金

を
有
益
的
な
環
境
支
援
活
動
に
活
用
し
て

い
く
と
共
に
、
今
回
寄
贈
し
た
花
の
苗
の

成
長
記
録
な
ど
も
随
時
、
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。

『
も
し
も
』の
と
き
に
備
え

救
命
救
急
法
講
習
会

レ
ジ
袋
収
益
金
を
活
用
し
、

緑
の
カ
ー
テ
ン
用
花
の
苗
を
寄
贈

Pickup

Pickup

田丸小学校での救命救急法

人口呼吸とAEDの扱い方を学ぶ受講者

下外城田小学校児童

苗を手に持つ外城田小学校児童
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８
月
27
・
28
日
、
東
京
都
の
国
立
競

技
場
で
開
催
さ
れ
る
「
第
26
回
全
国
小

学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会
」
に
山
本
美

結
さ
ん
（
外
城
田
小
６
年
）
が
、
女
子

4
0
0
m
リ
レ
ー
の
三
重
県
代
表
選
手
と

し
て
出
場
し
ま
す
。
山
本
さ
ん
は
、
内
城

田
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ（
度
会
町
）に
所
属
し
、

７
月
３
日
に
伊
勢
市
の
県
営
総
合
競
技

場
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
た
「
第
26

回
三
重
県
小
学
生
陸
上
競
技
大
会
」
で
、

54
秒
96
の
タ

イ
ム
で
優
勝
、

ま
た
女
子
走

り
高
跳
び
で

も
１
m
31
の

大
会
タ
イ
記
録
で
優
勝
し
ま
し
た
。
全
国

大
会
で
は
、
女
子
4
0
0
m
リ
レ
ー一本

に
専
念
し
、「
三
重
県
記
録
（
53
秒
80
）

を
塗
り
替
え
、上
位
入
賞
を
目
指
し
た
い
」

と
語
って
く
れ
ま
し
た
。

　
本
年
２
月
20
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
元
町

議
会
議
員　
谷
口
武
司
氏
（
勝
田
：
81

歳
）
に
旭
日
単
光
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

谷
口
氏
は
、
４
期
16
年
、
町
議
会
議

員
と
し
て
地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
間
、
議
長
、
副
議
長
・
産

業
建
設
・
教
育
民
生
各
委
員
会
委
員
長

な
ど
重
責
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

第
26
回
全
国
小
学
生

陸
上
競
技
交
流
大
会
出
場

元
町
議
会
議
員　

故
谷
口
武
司
氏
に
旭
日
単
光
章
贈
ら
れ
る

PickupPickup

　
６
月
６
日
、「
歯
の
衛
生
週
間
」
に
ち

な
ん
だ
コ
ン
ク
ー
ル
が
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の
で
開
催
さ
れ
、
町
か
ら
は
２
人
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
審
査
は
、
歯
の
衛
生
週
間
の
一
環

と
し
て
歯
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
知
っ

て
も
ら
い
、
予
防
処
置
・
早
期
発
見
・
早

期
治
療
を
行
う
こ
と
で
、
歯
の
寿
命
を
延

ば
そ
う
と
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
よ
い
歯
の
児
童
生
徒
」
で
は
、
一
次

審
査
（
学
校
検
診
）・
二
次
審
査
（
書
類

審
査
）
を
経
て
、
玉
城
町
の
代
表
と
し
て

当
日
の
最
終
審
査
を
受
け
、
み
ご
と
外
城

田
小
学
校
６
年
生
の
畑
ひ
か
る
さ
ん
が
優

秀
賞
を
手
に
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
「
８
０
２
０
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
80

歳
以
上
の
方
で
残
存
歯
が
20
本
以
上
あ

り
、
む
し
歯
が
少
な
い
優
秀
な
方
を
表
彰

す
る
も
の
で
、
81
歳
の
西
岡
武
さ
ん
（
西

世
古
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
西
岡
さ
ん
は
毎
食
後
の
歯
み
が
き
を
欠

か
さ
な
い
こ
と
や
、
月
に
１
度
は
歯
科
医

院
を
受
診
し
、
健
診
や
歯
の
手
入
れ
を
す

る
な
ど
を
心
が
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
、
80
歳
で
20
本
以
上
が
自

分
の
歯
で
あ
る
よ
う
、
歯
を
大
切
に
し
ま

し
ょ
う
。

「
歯
の
衛
生
週
間
」
表
彰

Pickup

「よい歯の児童生徒」
畑ひかるさん

「８０２0コンクール」
西岡　武さん

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

議
会
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

お
知
ら
せ
広
場

特　
集

山本美結さん（外城田小学校６年）　
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平
成
22
年
第
５
回
玉
城
町
議
会
定
例
会
は
６
月
10
日

開
会
し
、
専
決
処
分
の
承
認
、
条
例
の一部
改
正
、
平
成

22
年
度
一
般
・
特
別
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
、
12
議
案
を

上
程
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
18
日
閉
会
し
ま
し
た
。

　
案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼�

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
22

年
度
玉
城
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
））

　
平
成
21
年
度
会
計
の
償
還
収
入
に
３
千
３
９
万
６
千
円

の
歳
入
不
足
が
生
じ
た
た
め
、
平
成
22
年
度
会
計
か
ら
繰

上
充
用
に
よ
り
補
て
ん
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
が
生

じ
ま
し
た
が
、
議
会
を
召
集
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
い
こ

と
か
ら
、
専
決
処
分
し
た
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▼�

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
22

年
度
玉
城
町
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
））

　
平
成
21
年
度
会
計
に
５
万
６
千
円
の
歳
入
不
足
が
生
じ

た
た
め
、
平
成
22
年
度
会
計
か
ら
繰
上
充
用
に
よ
り
補
て

ん
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
が
生
じ
ま
し
た
が
、
議
会
を

召
集
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
い
こ
と
か
ら
、
専
決
処
分
し

た
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　▼�

玉
城
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の

一部
改
正
に
つ
い
て

　

育
児
休
業
、
介
護
休
業
育
児
又
は
、
家
族
介
護
を
行

う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
及
び
雇
用
保
険
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
、
並
び
に
国
家
公
務
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
る
地
方

公
務
員
法
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
が
、

本
年
６
月
30
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
関
係
条

文
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

▼�

玉
城
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　
前
議
案
と
同
様
に
、育
児
休
業
、介
護
休
業
育
児
又
は
、

家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
及
び
雇

用
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
、
並
び
に
国
家
公
務

員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
に
よ
る
地
方
公
務
員
法
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律

の一
部
改
正
が
、
本
年
６
月
30
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
関
係
条
文
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

▼�

町
長
及
び
副
町
長
の
給
料
並
び
に
旅
費
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
１
期
目
に
引
き
続
き
、
２
期
目
に
お
い
て
も
特
別
職
の
給

料
を
５
％
引
き
下
げ
る
た
め
、条
文
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

▼�

教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

教
育
長
に
つ
い
て
も
給
与
を
５
％
引
き
下
げ
る
た
め
、

平
成
22
年
　
第
5
回
玉
城
町
議
会
定
例
会

●
専
決
処
分
の
承
認
、
条
例
の
一
部
改
正
、
平
成
22
年
度
一
般
・
特
別
会
計
補
正
予
算
案
な
ど

　
12
議
案
原
案
可
決

ひと + まち + くらし

ウォッチング
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条
文
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

▼
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

５
月
13
日
開
会
の
臨
時
議
会
に
続
き
、
施
行
期
日
が
６
月

２
日
以
降
と
な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
所
要
の
改
正
を

行
い
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
医
療
保
険
制
度
の
安
定
的
運
営
を
図
る
た
め
の
国
民
健

康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
関
係
政
令
並

び
に
省
令
が
５
月
19
日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
条
例

の
改
正
、
お
よ
び
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
条
文
の
整
備
、
ま
た
、
厳
し
い
経
済

情
勢
が
続
く
中
、
非
自
発
的
失
業
者
の
保
険
料
の
負
担
を

低
減
す
る
た
め
の
政
令
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所

要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

▼
平
成
22
年
度
玉
城
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
当
初
予
算
が
骨
格
予
算
編
成
で

あ
っ
た
た
め
、
計
上
さ
れ
て
い
な
い
投
資
的
事
業
、
町
単

独
事
業
の
追
加
な
ど
を
中
心
に
補
正
し
ま
し
た
。
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
６
千
５
４
０
万
円
を
増
額
し
、
予
算
総

額
を
48
億
１
千
５
４
０
万
円
と
し
ま
し
た
。
補
正
の
主
な

も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

民 

生 

費
：�

情
報
通
信
技
術
地
域
人
材
育
成
・
活
用
事
業

交
付
金
を
受
け
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
『
外
出

支
援
』『
安
全
見
守
り
』『
安
全
情
報
配
信
』

の
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の

利
用
を
促
進
し
、
高
齢
者
な
ど
の
外
出
支
援

や
町
民
の
健
康
増
進
を
図
る
た
め
の
必
要
経
費

の
計
上

衛 

生 

費
：�

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
補
助
金
、
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金
の
新
規
計
上

労 

働 

費
：�

昨
年
に
引
き
続
き
雇
用
対
策
に
積
極
的
に
取

組
む
た
め
、
必
要
経
費
の
増
額

農
林
水
産
費
：�

地
元
産
の
食
材
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、

学
校
給
食
会
補
助
金
の
新
規
計
上

教 

育 

費
：�

下
外
城
田
小
学
校
の
空
調
設
備
工
事
請
負

費
等
の
計
上
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
の
機
器

購
入
費
の
計
上

▼�

平
成
22
年
度
玉
城
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
所
得
の
確
定
に
伴
い
、
保

険
料
の
確
定
を
行
っ
た
も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
２
千
１
４
２
万
４
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を

13
億
６
千
８
７
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
国
保
料
の
値
上
げ
を
行
い
ま
す
が
、

被
保
険
者
の
急
激
な
負
担
増
加
に
な
ら
な
い
よ
う
、一
般
会

計
か
ら
差
引
き
２
千
万
円
の
借
り
増
し
を
行
い
ま
し
た
。

追
加
議
案

▼
副
町
長
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
副
町
長　
坪
井
信
義
氏
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
後
任
と

し
て
、
玉
城
町
山
神
４
１
９
番
地　
中
郷　
徹
氏
を
選
任

し
同
意
を
得
ま
し
た
。

　

中
郷
氏
は
、
昭
和
47
年
４
月
１
日
奉
職
以
来
38
年
、

町
職
員
と
し
て
、
総
務
課
長
を
は
じ
め
、
上
下
水
道
、
産

業
建
設
、
教
育
総
務
、
税
務
、
商
工
振
興
、
環
境
保
健

課
長
お
よ
び
病
院
老
健
施
設
事
務
長
を
歴
任
し
ま
し
た
。

就
任
は
７
月
１
日
か
ら
で
す
。

▼�

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

　
教
育
委
員
会
委
員　
加
藤
禎
一
氏
は
、
本
年
６
月
22
日

を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
同
氏

を
任
命
す
る
た
め
、
議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。

　
就
任
ご
あ
い
さ
つ

副
町
長　
中
郷　
徹

　

盛
夏
の
候　

皆
様
に

は
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
こ
と
７
月

１
日
付
で
副
町
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　
辻
村
町
長
の
町
政
運
営
の
基
本
で
あ
り
ま
す
「
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
、
活
力
の
あ
る
町

づ
く
り
」
の
実
現
の
た
め
、
誠
心
誠
意
努
め
さ
せ

て
い
た
だ
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

議
会
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

お
知
ら
せ
広
場

特　
集
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■�

平
成
22
年
８
月
１
日
か
ら
、
父
子
家
庭
の
み
な

さ
ま
へ
も
児
童
扶
養
手
当
を
支
給

　
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
自
立
を
支
援
す
る
た
め
、
平
成

22
年
８
月
１
日
か
ら
父
子
家
庭
の
父
に
も
児
童
扶
養
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
市
町
村
へ
の
申

請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

父
子
家
庭
の
支
給
要
件

　
次
の
①
～
⑤
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
子
ど
も
に
つ
い
て
、

父
が
そ
の
子
ど
も
を
監
護
し
、
か
つ
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子
ど
も

②
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

③
母
が一定
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
子
ど
も

④
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
子
ど
も

⑤�

そ
の
他
（
母
が
1
年
以
上
遺
棄
し
て
い
る
子
ど
も
、
母
が

１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
、
母
が
婚
姻
に
よ
ら

な
い
で
懐
胎
し
た
子
ど
も
な
ど
）

※�

手
当
を
受
け
る
人
の
所
得
が
限
度
額
以
上
あ
る
場
合
は
、

手
当
の
全
部
ま
た
は一部
が
支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。

8
お知らせ
広場
Information

Auguest

　
総
務
課　
（
５
８
）
８
２
０
０

総
務
た
よ
り

　
総
務
課　
（
５
８
）
８
２
０
０

個
別
受
信
機
（
防
災
行
政
無
線
）
の

電
池
交
換
を
忘
れ
ず
に
！

　
生
活
福
祉
課　
（
５
８
）
８
２
０
３

生
活
福
祉
た
よ
り
①

　
※
１
世
帯
に
１
台
お
配
り（
貸
出
）し
て
い
る
個
別
受
信
機
は
、

表
面
パ
ネ
ル
の
「
乾
電
池
」
ラ
ン
プ
が
赤
く
点
滅
す
る
と
電
池

交
換
の
合
図
で
す
。

　
交
換
方
法
は
、
右
側
面
の
「
電
源
」
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
、
表

面
パ
ネ
ル
の
電
池
収
納
ふ
た
を
移
動
さ
せ
（
写
真
）、
乾
電
池

（
単
２・３
）
を
入
れ
替
え
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
乾
電
池
が
液
漏
れ
し
、
故
障

の
原
因
と
な
り
ま
す
。
故
障
し
た
場
合
、
有
償
と
な
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
転
出
さ
れ
る
場
合
は
返
却
し
て
く
だ
さ
い

　
町
外
へ
転
出
さ
れ
る
場
合
は
、必
ず
総
務
課
へ
返
却（
付
属
品
、

説
明
書
な
ど
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
町
内
で
転
居
す
る
場
合
は
、
設
定
変
更
を
し
ま
す
の

で
個
別
受
信
機
を
お
持
ち
の
上
、
総
務
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※�

個
別
受
信
機
は
１
世
帯
に
１
台
貸
出
で
す
。
２
台
目
か
ら
は

有
料
と
な
り
ま
す
。

■�

玉
城
町
職
員
人
事　
７
月
１
日
付　
（　
）
は
旧
職
名

●
昇
格

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
中
西　
元　

  （
教
育
委
員
会
事
務
局
・
事
務
局
長
補
佐
）

●
異
動

【
課
長
級
】

参
事
兼
総
務
課
長

　
大
南　
友
敬
（
参
事
兼
議
会
事
務
局
長
）

参
事
兼
議
会
事
務
局
長

　
辻　
　
誠　

  （
参
事
兼
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）

注 意
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■�

自
転
車
の
盗
難
が
多
発
し
て
い
ま
す
！

　
今
年
に
入
り
、
田
丸
駅
周
辺
を
は
じ
め
、
町
内
各
所
で
自

転
車
が
盗
難
さ
れ
る
事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
自
転
車
の
盗
難
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
次
の
こ
と
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

【
自
転
車
盗
難
防
止
策
】

①�

自
転
車
を
離
れ
る
時
は
、
わ
ず
か
な
時
間
で
も
面
倒
が
ら

ず
に
ワ
イ
ヤ
ー
錠
や
Ｕ
字
型
錠
な
ど
解
錠
方
法
の
違
う
鍵

を
二
重
（
２
ロ
ッ
ク
）
に
か
け
ま
し
ょ
う
。

②�

安
全
と
思
え
る
自
宅
敷
地
内
や
学
校
駐
輪
場
に
と
め
る
場

合
で
も
、
油
断
せ
ず
し
っ
か
り
鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

③�

路
上
へ
の
放
置
は
や
め
、
明
る
く
監
視
が
行
き
届
い
た
駐

輪
場
に
と
め
ま
し
ょ
う
。

④�

自
転
車
を
購
入
し
た
ら
必
ず
防
犯
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
利
用
者
は
、
法
律
で
「
自
転
車
防
犯
登
録
」
を

受
け
る
よ
う
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ブ
レ
ス
」

　
巡
回
相
談

日
に
ち　
８
月
11
日
（
水
）・
25
日
（
水
）

時　
間　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
所　
玉
城
町
役
場

※
ご
希
望
の
方
は
、
生
活
福
祉
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■�

ご
み（
資
源
）分
別
が
優
れ
た
伊
勢
広
域
環
境
組

合
に
対
し
、（
財
）日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル

協
会
か
ら
拠
出
金
が
配
分
さ
れ
ま
し
た

　
平
成
20
年
度
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
改
正
に
よ
り
質

の
高
い
分
別
収
集
を
行
い
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
促
進
す
る
た
め

に
頑
張
っ
た
市
町
村
に
「
再
商
品
化
合
理
化
拠
出
金
」
が
支

払
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
平
成
21
年
度
伊
勢
広
域
環
境
組
合

に
お
け
る
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
分
別
収
集
が
優
れ
て
い

る
と
認
定
さ
れ
、（
財
）
日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会

か
ら
７
、９
１
４
千
円
配
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
町
内
か
ら
排
出
さ
れ
る
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は

分
別
収
集
後
、
伊
勢
広
域
環
境
組
合
か
ら
（
財
）
日
本
容
器

包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
を
通
じ
て
文
房
具
や
日
用
雑
貨
な
ど

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
は
、
伊
勢
広
域
環
境
組
合
構
成
市
町
と
歩
調
を
合
わ

せ
、
今
後
も
「
再
商
品
化
合
理
化
拠
出
金
」
を
受
け
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
分
別
収
集
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
そ
の

他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
分
別
に
つ
い
て
よ
り
一
層
の
分
別
徹
底
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
再
商
品
化
合
理
化
拠
出
金

　
各
自
治
体
か
ら
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
き
リ
サ

イ
ク
ル
事
業
を
実
施
す
る
「（
財
）
日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ

ク
ル
協
会
」
に
引
き
渡
さ
れ
た
リ
サ
イ
ク
ル
収
集
物
に
つ
い

て
、
そ
の
年
度
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
必
要
と
想
定
さ
れ
て
い
た

費
用
に
対
し
て
、
実
際
掛
か
っ
た
費
用
が
下
回
っ
た
場
合
、

協
会
か
ら
分
別
の
質
が
優
れ
て
い
る
な
ど
で
認
定
さ
れ
た
自

治
体
に
対
し
て
、
差
額
の
１
／
２
が
「
再
商
品
化
合
理
化
拠

出
金
」
と
し
て
支
払
わ
れ
る
。
こ
の
拠
出
金
は
、
全
て
の
市

町
村
が
も
ら
え
る
わ
け
で
は
な
く
、
毎
年
も
ら
え
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。

■
か
わ
い
そ
う
な
猫
を
ふ
や
さ
な
い
で
！

　
最
近
、
町
内
で
飼
う
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
猫
を
無
責

任
に
住
宅
街
に
置
き
去
り
す
る
ケ
ー
ス
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
「
誰
か
が
拾
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。」
と
い
う
安
易
な
気
持

ち
で
猫
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。
捨
て
ら
れ
た
猫
は
飢
え

や
寒
さ
、
病
気
、
交
通
事
故
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
野
良

猫
に
な
っ
て
人
に
迷
惑
を
か
け
た
り
し
ま
す
。

　
不
妊
・
去
勢
手
術
や
屋
内
飼
い
を
し
て
妊
娠
さ
せ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
飼
え
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
責
任

を
も
っ
て
新
し
い
飼
い
主
を
探
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
町
で
は
、
子
猫
が
生
ま
れ
て
困
る
場
合
、
不
妊
・

去
勢
手
術
に
対
す
る
助
成
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
生
活
福
祉
課　
（
５
８
）
８
２
０
３

生
活
福
祉
た
よ
り
②

●平成２２年６月１４日
ふるさと味工房アグリフリーマーケットの会　福祉事業　　３０，０００円

●役場前の築山に『ネジバナ※』が咲きました。
※�ネジバナ…蘭科の多年草で 5 ～ 8 月咲き、日当たりの良い荒

れ地や草原や芝生に生育。草丈 10cm までらせん状のねじれ
た花を咲かせる。別名：ネジリバナまたはモジズリ。

　築山は「城山を語り歩く会」のみなさんに管理をしていただい
ています。

《ふるさと応援寄附金（６/1～６/30）》
●濱田則之様ほか5名の方から、総額 6万円のご寄附をいただきました。
※お名前は、公表可能な方のみ掲載しています。
※「ふるさと応援寄附金」については町ＨＰで紹介しています。

ありがとう手帖

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

議
会
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

お
知
ら
せ
広
場

特　
集

アスピア玉城「お盆特別営業」と「臨時休業」のお知らせ
★お盆特別営業日　８月 11 日（水）※福祉バスは運休

☆臨時休業日　　　８月 17 日（火）

お問合せ
産業振興課（58）8204
ふれあいの館（58）8800
ふるさと味工房アグリ（58）8686

城あとに夢を築くまち たまき　2010.89



■�
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
講
座

　
自
主
防
犯
活
動
な
ど
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
取

組
み
を
さ
ら
に
拡
げ
る
と
と
も
に
、
活
動
の
参
考
と
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
三
重
県
で
は
、『
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
出
前
講
座
』
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
活
動
豊
か
な
講

師
が
、
自
ら
の
活
動
状
況
や
ア
ド
バ
イ
ス
、
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど

を
お
伝
え
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

目　
的

　
こ
れ
か
ら
防
犯
活
動
を
行
お
う
と
考
え
て
い
る
方
や
活
動

団
体
の
あ
り
方
に
対
し
て
、
現
在
活
動
し
て
い
る
方
と
の
意

見
交
換
を
通
じ
て
、
課
題
解
決
の
参
考
と
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

対　
象

　
次
の
よ
う
な
意
思
を
も
っ
た
方
々
に
よ
る
概
ね
５
人
以
上

の
会
合
や
集
会
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

・�

自
主
防
犯
活
動
を
し
た
い
、
自
主
防
犯
活
動
団
体
を
立
ち

上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
（
こ
れ
か
ら
防
犯
活
動
を
開
始

し
よ
う
と
す
る
人
た
ち
の
集
ま
り
で
、
組
織
化
さ
れ
て
い
な

い
よ
う
な
場
合
で
も
構
い
ま
せ
ん
。）

・�

現
在
行
っ
て
い
る
自
主
防
犯
活
動
で
課
題
を
抱
え
て
い
た

り
、
活
性
化
し
た
い
と
考
え
て
い
る
方
。

・�

そ
の
他
、
防
犯
活
動
に
関
す
る
知
識
を
深
め
た
い
方
。

お
申
込
み

　
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
等
に

よ
り
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
記
入
内
容
を
電
話
、
Ｅ

メ
ー
ル
等
で
お
知
ら
せ
い
た
だ
い
て
も
受
付
け
ま
す
。　

費
用　
無
料

※�

お
問
合
せ
は
、
津
市
広
明
町
13　
三
重
県
生
活
・
文
化

部
交
通
安
全
・
消
費
生
活
室
く
ら
し
安
全
グ
ル
ー
プ

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
　
０
５
９
（
２
２
４
）
２
６
６
４

Ｆ
Ａ
Ｘ　
　
０
５
９
（
２
２
８
）
４
９
０
７

Ｅ
メ
ー
ル　

anzen@
pref.m

ie.jp

　
申
し
込
み
後
、
日
時
・
場
所
・
内
容
・
必
要
設
備
等
の
調

整
を
行
い
ま
す
。

　
日
程
は
、
講
師
と
の
調
整
が
必
要
な
た
め
、
ご
希
望
に
添

え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■�

平
成
22
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
額
と
免
除
・

　
猶
予
の
制
度
に
つ
い
て

（
一
）　�

国
民
年
金
の
保
険
料
に
つ
い
て
、
平
成
22
年
度
は
月

額
１
５
、１
０
０
円
で
す
。

（
二
）　�

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
は
、
免
除
・

猶
予
・
学
生
納
付
特
例
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
保
険
料
免
除
制
度

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
保
険
料
納
付
が
難
し
い
と
き
、
本
人

と
配
偶
者
、世
帯
主
の
前
年
度
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
全
額
免
除
ま
た
は

一
部
納
付
（
１
／
４
、１
／
２
、３
／
４
）
と
な
り
ま
す
。

　
全
額
免
除
・一
部
納
付
の
承
認
期
間
は
受
給
資
格
期
間
と

な
り
、全
額
免
除
は
２
分
の
１
、４
分
の
１
納
付
は
８
分
の
５
、

半
額
納
付
は
８
分
の
６
、４
分
の
３
納
付
は
８
分
の
７
が
将
来

の
年
金
額
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
分
に
つ
い
て
は
、
７
月
か
ら
受
付
け
を
し
て

い
ま
す
。

②
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　
30
歳
未
満
の
方
で
本
人
と
配
偶
者
の
前
年
度
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。

③
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
の
方
で
本
人
の
前
年
度
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。

　
免
除
等
が
承
認
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
後
か
ら
納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
保

険
料
の
追
納
は
、
免
除
等
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度

か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
に
は
、
加

算
額
を
上
乗
せ
し
た
保
険
料
を
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

■�

聴
覚
障
害
者
等
を
対
象
と
し
た
１
１
９
番
緊
急

メ
ー
ル
通
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

　
聴
覚
ま
た
は
、
音
声
・
言
語
機
能
に
障
が
い
の
あ
る
方
を

対
象
に
、
従
来
行
っ
て
い
る
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
よ
る
通
報
に
加

え
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
ル
を
利
用
し
て
自
宅
や

外
出
先
か
ら
消
防
車
や
救
急
車
を
要
請
で
き
る
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

利
用
対
象
者

　
伊
勢
市
消
防
本
部
管
内
（
伊
勢
市
・
玉
城
町
・
度
会
町
）

に
居
住
ま
た
は
在
勤
し
て
い
る
方
で
音
声
に
よ
る
１
１
９
番

通
報
が
困
難
な
方
。【
原
則
と
し
て
聴
覚
ま
た
は
言
語
障

害
機
能
障
が
い
に
よ
り
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
。】

運
用
開
始
日　
８
月
２
日
（
月
）
９
時
～

お
申
込
み

　
役
場
生
活
福
祉
課
窓
口
に
用
意
し
て
あ
る
「
緊
急
メ
ー
ル

１
１
９
通
報
シ
ス
テ
ム
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

い
た
だ
き
申
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
申
請
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
生
活
福
祉
課　
（
５
８
）
８
２
０
３

生
活
福
祉
た
よ
り
③
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　暑中お見舞い申し上げます。梅雨明け後は
夏休みが始まります。子どもたちのにぎやかな
声が聞こえてくることでしょう。
　来年のＮＨＫの大河ドラマは、伊勢の地に
ゆかりがある「江

ごう
～姫たちの戦国～」に決定

しました。一昨年、「篤姫」が放送され、女
性の間で歴史ブームが起こっていますが、そ
の脚本を書かれた田渕久美子さんによるドラ
マです。この江

ごう
姫
ひめ
（1573 年～1626 年）は

浅井長政とお市の方（織田信長の妹で、戦
国一の美女と賞された）」の三女。そして徳
川２代目将軍秀忠の正室となり、３代目将軍
家光の母親です。
　歴史家のお話では「お市の方と江姫姉妹
は９年間、津の伊勢上野城で暮らしていたそ
うで、天正時代の田丸城主であった織田信雄
のいとこのため、田丸城へも訪れて天守閣か
ら富士山を眺められたこともあったのでは」と
されています。
　また、その田丸城内堀に３年前に植えた大
賀ハスも新聞・テレビ局等メディアに取上げら
れ、玉城町の名所となりつつあります。
　この機会に、玉城町並びに田丸城をアピー
ルしていきたいと思っています。
　この季節、ゲリラ豪雨での被害が全国各地
で発生しています。災害に対する備えを怠っ
てはなりません。身の回りの安全を再確認し、
町民のみなさん一人ひとりが、万一に備えて
ください。

7月１5日　町長室にて

町長
コラム

　
次
の
要
領
に
よ
り
町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
住
宅　
城
東
団
地　
　
　
中
層
耐
火
４
階
建　
３
Ｄ
Ｋ

　
　
　
　
　
第
２
城
東
団
地　
低
層
耐
火
２
階
建　
３
Ｄ
Ｋ

募
集
戸
数　
３
戸

※�

た
だ
し
、
募
集
中
に
空
戸
数
が
増
と
な
っ
た
場
合
は
、
募
集

戸
数
を
追
加
し
ま
す
。

受
付
期
間　
８
月
2
日
（
月
）
～
18
日
（
水
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時　
※
土
・
日
は
除
く
。

入
居
料
お
よ
び
敷
金

　
入
居
料
は
前
年
度
所
得
か
ら
算
出
し
ま
す
。
敷
金
は
、
入
居

料
の
３
カ
月
分
で
す
。

※�

収
入
基
準
額
（
月
額
）
1
5
8
、0
0
0
円
を
超
え
て
い
る

方
に
つ
い
て
は
、
申
込
み
を
お
断
り
し
ま
す
。

入
居
資
格
者

　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
町
内
に
勤
務
し
て
い
る

方
。

※
１　

�

単
身
者
（
60
歳
未
満
）、
ま
た
は
世
帯
を
不
自
然
に
分

割
し
て
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
２　

�

そ
の
他
、
玉
城
町
町
営
住
宅
管
理
条
例
に
基
づ
き
、
入

居
資
格
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

申
込
方
法　

　
入
居
申
込
書
に
下
記
の
書
類
を
添
付
し
、
建
設
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

①
町
営
住
宅
（
補
欠
）
入
居
申
込
書
（
様
式
有
）

②
入
居
予
定
者
の
住
民
票
（
様
式
有
）

③
平
成
21
年
分
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
そ
れ
に
代
わ
る
も
の

④
在
勤
在
職
証
明
書
（
様
式
有
）

⑤
町
営
住
宅
連
続
抽
選
落
選
者
申
告
書
（
様
式
有
）

※�

連
続
抽
選
落
選
者
と
は
、
直
前
３
回
の
町
営
住
宅
の
募
集
に

お
い
て
抽
選
で
落
選
し
た
方
が
対
象
。

⑥�

完
納
証
明
書
（
町
内
勤
務
で
町
外
に
在
住
し
て
い
る
方
は
、

在
住
の
役
所
で
お
取
り
寄
せ
の
う
え
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。）

入
居
日　
平
成
22
年
９
月
下
旬
を
予
定
。

建
設
課　
（
5
8
）
8
2
0
5

建
設
た
よ
り

Information 8 -August-

日
に
ち　
8
月
26
日
（
木
）

受　
付　
午
後
1
時
～
3
時

場　
所　
伊
勢
庁
舎
（
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
室
）

内　
容　
専
門
医
：
保
健
師
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

※�

相
談
は
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
伊
勢

保
健
福
祉
事
務
所　
地
域
保
健
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

伊
勢
保
健
福
祉
事
務
所
地
域
保
健
課　
（
2
7
）
5
1
4
8

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

議
会
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

お
知
ら
せ
広
場

特　
集
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■
パ
パ
マ
マ
教
室

日
に
ち　
8
月
23
日
（
月
）・
29
日
（
日
）

時　
間　
午
前
10
時
～
正
午

場　
所　
保
健
福
祉
会
館

内　
容　

《
妊
娠
・
出
産
に
つ
い
て
（
23
日
）》

講　
師　
宮
木
孝
子
氏
（
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
マ
イ
ル
モ
モ
）

＊�

お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
、
妊
娠
中
の
こ
と
、
出
産
の
こ
と

な
ど
助
産
師
と
い
ろ
い
ろ
お
話
し
を
す
る
内
容
で
す
。

《
赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
（
29
日
）》

＊�

赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
・
先
輩
パ
パ
マ
マ
の
話
・
パ
パ
の
妊
婦

体
験
・
玉
城
町
の
事
業
紹
介

　
パ
パ
・
マ
マ
ど
ち
ら
か
の
参
加
も
大
歓
迎
、
１
日
だ
け
の

参
加
も
可
能
で
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
子
育
て
総
合
支
援
室
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

■
乳
が
ん
（
超
音
波
）
検
診
・
子
宮
が
ん
検
診

日
に
ち　
９
月
５
日
（
日
）

受　
付　
午
後
１
時
～

　
　
　
　
午
後
２
時
～
２
時
30
分

場　
所　
保
健
福
祉
会
館

定　
員　
①
乳
が
ん　
　
50
人　
②
子
宮
が
ん　
70
人

対　
象　
①
30
歳
以
上
の
女
性　
②
20
歳
以
上
の
女
性

料　
金　
①
７
０
０
円　
②
８
０
０
円

　
申
し
込
み
は
、
８
月
５
日
（
木
）
か
ら
開
始
し
ま
す
。
託

児
の
必
要
な
方
は
、
申
込
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
ご
希

望
の
方
は
、保
健
福
祉
会
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。な
お
、

こ
の
乳
が
ん
検
診
は
、
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
の
ク
ー
ポ
ン

の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
授
乳
中
・
妊
娠
中
・
妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る
人
は
、
受
診

を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

　
年
度
内
の
受
診
は
、
お
一
人
様
１
回
に
限
り
ま
す
。

■
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

種
類
・
対
象
年
齢

実
施
場
所　
県
内
の
実
施
医
療
機
関

持 

ち 

物　
予
診
票
、
母
子
健
康
手
帳
、
健
康
保
険
証

＊�

町
が
配
布
を
し
た
「
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健
康
」
を
よ

く
読
み
、
予
防
接
種
の
必
要
性
・
注
意
点
・
副
反
応
な
ど

に
つ
い
て
理
解
し
て
か
ら
受
け
ま
し
ょ
う
。

＊�

任
意
の
予
防
接
種
（
水
痘
・
お
た
ふ
く
か
ぜ
）
に
つ
い
て
も

接
種
後
申
請
を
す
る
と
助
成
が
あ
り
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
５
８
）
７
３
７
３

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
た
よ
り

子
育
て
総
合
支
援
室　
（
５
８
）
８
０
０
０

子
育
て
支
援
た
よ
り

保
健
福
祉
会
館　
（
５
８
）
８
０
０
０

保
健
事
業
た
よ
り

■
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

〜
運
動
の
好
き
な
、
元
気
な
50
〜
60
歳
代
の
み
な
さ
ん
へ
〜

　
介
護
予
防
と
は
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う

に
予
防
す
る
こ
と
で
す
。
介
護
予
防
に
関
す
る
知
識
を
身
に

付
け
、
ご
自
身
の
健
康
に
も
生
か
し
ま
せ
ん
か
。

時　
間　
午
後
７
時
～
９
時

場　
所　
保
健
福
祉
会
館

対　
象　
50
〜
60
歳
代

締　
切　
8
月
25
日
（
水
）

※�

ご
希
望
の
方
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い

※�

講
座
の
内
容
が
前
後
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

実施日 内容
９月１日 オリエンテーション

８日 認知症予防
１５日 栄養・口の話
２２日 介護予防の運動
２９日 運動の実技

種類 対象年齢 種類 対象年齢
BCG ６カ月未満

麻しん
風しん

１期 １歳～２歳未満

ポリオ ３カ月～９０カ月未満 ２期
5 歳～ 7 歳未満で小学校就学前１
年間（平成 16 年 4 月 2 日～平
成 17 年 4 月 1 日生まれ）

三種混合 Ⅰ期 ３カ月～９０カ月未満 ３期
中学１年生相当

（平成 9 年 4 月 2 日～平成 10
年 4 月 1 日生まれ）

二種混合 Ⅱ期 11 歳～ 13 歳未満

４期
高校３年生相当

（平成 4 年 4 月 2 日～平成 5
年 4 月 1 日生まれ）日本脳炎 １期

6 カ月～ 90 カ月未満
接種が望ましい年齢
は、3 ～ 4 歳です。
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子育て支援＆保健事業カレンダー	 保健福祉会館　（58）8000

子育て
日にち 事業名 時間 場所 内　　　容 対　　象 申込 備考

8 月 3 日（火） 1 歳のひろば 10：30 ～
11：30 保健福祉会館 水あそび

H20.4.2 ～
H21.4.1 生ま
れのお子さん

―

8 月 5 日（木） ぴよぴよサロン 10：30 ～
11：30 保健福祉会館 ベビーマッサージ 生後 2 カ月～

6 カ月のお子さん 要

8月17日（火） 2 歳児のお子さ
ん集まれー！

10：30 ～
11：30 保健福祉会館 ☀水あそび

☂室内あそび

H19.4.2 ～
H20.4.1 生ま
れのお子さん

―
持ち物
水着、タオル
など

8月19日（木） はいはいサロン 10：30 ～
11：30 保健福祉会館 わらべうたあそび、絵

本、おしゃべりなど

生後 7 カ月～
11 カ月のお子
さん

ー

毎週月曜日 
　～金曜日

子育て支援タイ
ム「にこにこ」

10：00 ～
15：00

保健福祉会館 
（幼児児童福祉室）

こどもたちが、自由に遊びな
がら、親子、親同士が楽しく
ふれあう場です。
また子育ての不安や悩みの相
談にも応じます。また、第１・
３金曜日は、「すくすく測定日」
です。身体計測ができます。

子 育 て 中 の 親
子（おじいちゃ
ん・おばあちゃ
んも大歓迎）

― 土・日は休み

保健（母子）
日にち 事業名 時間 場所 内容 対　　象 申込 備考

8月11日（水） 3 歳児健康診査
12：50 ～
13：20

（受付時間）
保健福祉会館

小児科健診・歯科健診・
身体計測・検尿・問診
など

Ｈ 19.2.1 ～
3.31 生まれのお
子さん
前回未受診のお
子さん

― 該当児には個
人通知します。

8月12日（木） ７カ月児相談
13：00 ～
13：15

（受付時間）
保健福祉会館

はな♪はな♪おはなし会
さんの絵本の読み聞か
せ・身体計測・問診・離
乳食の相談・育児相談

Ｈ 21.12.16 ～
Ｈ 22.1.15 生まれ
のお子さん
前回未受診のお子
さん

― 該当児には個
人通知します。

8月12日（木） 
26 日（木） 乳幼児相談

12 日
10：00 ～
11：30
26 日
10：00 ～
11：30
13：30 ～
14：30

保健福祉会館

身体計測・離乳食や子
育て全般に関する相
談・助産師のおっぱい
相談（26 日午前のみ）

生後 2 カ月～
未就園のお子さん ―

おっぱい相談
のみ要予約。
母子手帳をお
持ちください。

8月18日（水） 子ども相談
10：00 ～
16：00

（最終受付）
保健福祉会館

臨床心理士による育児
相談・必要に応じて発
達検査等

乳幼児、小中学
生のお子さんと
保護者

要 1 人 1 時間程度

保健（成人）
日にち 事業名 時間 場所 内容 対　　象 申込 備考

8 月２日（月） 健康相談 9：30 ～
10：30 保健福祉会館 血圧測定、検尿、健康

に関する相談 40 歳以上の方 ―

毎週火曜日
第２土曜日 個別乳がん検診

毎週火曜日
13：40 ～
15：00
第２土曜日
8：30 ～
11：45

玉城病院

４０歳以上　マンモグ
ラフィ検診・超音波検
診・医師の視触診
30 ～３９歳　超音波
検診・医師の視触診

３０歳以上の女性 要

料金：
40 歳以上 1,200 円
30 ～ 39 歳 700 円
年度内はひとり
1回に限ります。

●８月５日（木）
　午前中（田丸保育所・有田保育所）
●８月18日（水）
　午前中（外城田保育所・下外城田保育所）

田丸（58）3077
有田（58）4411
※お問合せは、それぞれの保育所へお願いします。

外城田　 （58）3925
下外城田（58）4932

町立保育所
園庭開放の
ご 案 内

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

議
会
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

お
知
ら
せ
広
場

特　
集
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■
行
政
・
心
配
ご
と
相
談

日
に
ち　
８
月
10
日
（
火
）・
20
日
（
金
）・
30
日
（
月
）

時　
間　
午
後
１
時
～
３
時

場　
所　
保
健
福
祉
会
館

相
談
員　

�

民
生
児
童
委
員
・
行
政
相
談
員
・
人
権
擁
護
委
員

■
『
語
り
継
ご
う　
戦
争
体
験
』
開
催

　
主
催
：
玉
城
町
遺
族
会
・
玉
城
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
終
戦
記
念
日
を
前
に
“
戦
争
・
平
和
”
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
に
ち　
8
月
7
日
（
土
）

時　
間　
午
前
10
時
～
12
時

場　
所　
保
健
福
祉
会
館

内　
容　
体
験
談
発
表

ア
ニ
メ
「
白
旗
の
少
女　
琉
子
」
食
事
体
験　
ほ
か

　
シ
ル
バ
ー
碁
会
で
は
、
毎
月
２
回
囲
碁
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
初
心
者
か
ら
有
段
者
ま
で
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
囲
碁
を
初
め
て
覚
え
た
い
方
も
お
教
え
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
毎
月　
第
２・４
月
曜
日

時　
間　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場　
所　
保
健
福
祉
会
館

　

詳
し
く
は
、
シ
ル
バ
ー
碁
会　

代
表
西
山
さ
ん　
（
５
８
）

４
６
３
５
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
協
議
会　
（
５
８
）
６
９
１
５

社
協
た
よ
り

シ
ル
バ
ー
碁
会　
会
員
募
集

■
第
55
回
町
民
体
育
祭
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
大
募
集
！

　
玉
城
町
・
教
育
委
員
会
・
体
育
指
導
委
員
協
議
会
で
は
、

今
秋
開
催
の
町
民
体
育
祭
Ｐ
Ｒ
用
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

　
○
小
学
生
部
門
（
町
内
小
学
５・６
年
生
の
児
童
）

　
○
一
般
部
門
（
中
学
生
以
上
で
町
内
在
住
在
勤
の
方
）

用　
　
紙　
白
色
の
四
つ
切
り
画
用
紙

　
２
色
以
内
（
白
色
は
１
色
と
数
え
な
い
）。
裏
面
中
央
に
、

名
前
・
住
所
・
性
別
・
電
話
番
号
・（
学
生
の
方
は
学
校
名
・

学
年
・
組
）
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

文　
　
字

　
「
町
民
体
育
祭
」・「
10
月
10
日　
※
10
・
10
と
い
う
書
き

方
も
可
」・「
雨
天
11
・
17
日
」・「
会
場　
お
城
広
場
」・「
主

催　
玉
城
町
」
を
全
て
入
れ
て
く
だ
さ
い
。（
字
体
は
自
由
）

締　
　
切　
９
月
２
日
（
木
）

提 

出 

先　
教
育
委
員
会
事
務
局
（
村
山
龍
平
記
念
館
内
）

入　
　
選

　
金
・
銀
・
銅
賞
ほ
か
。
上
位
入
賞
者
は
体
育
祭
当
日
表
彰

し
ま
す
。
参
加
賞
あ
り
。
入
選
者
に
は
、個
人
通
知
し
ま
す
。

発　
　
表

　
作
品
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
町
民
体
育
祭
当
日
、
屋
内
体

育
館
で
掲
示
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
金
賞
の
作
品
は
体
育
祭

の
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
印
刷
・
掲
示
し
ま
す
。

■
教
育
相
談

　
就
学
前
幼
児
の
保
護
者
を
対
象
に
個
別
の
教
育
相
談
を
開

催
し
ま
す
。
平
成
23
年
度
小
学
校
へ
の
入
学
を
控
え
た
お
子

さ
ん
の
事
で
お
悩
み
・
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
教
育
委

員
会
ま
た
は
各
町
内
保
育
所
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
相
談
人
数
に
よ
り
、
日
時
等
は
後
日
、
教
育
委
員
会
か
ら

直
接
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日
に
ち　
８
月
10
日
（
火
）・ 

18
日
（
水
）

場　
所　
教
育
委
員
会
（
村
山
龍
平
記
念
館
）　
会
議
室

相
談
員　

�

三
重
県
立
特
別
支
援
学
校

　
　
　
　
（
玉
城
わ
か
ば
学
園
教
諭
）

締　
切　
８
月
６
日
（
金
）

■�

平
成
22
年
度
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の
中
学

校
卒
業
程
度
認
定
試
験
実
施

　
文
部
科
学
省
で
は
、
病
気
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
理
由
か

ら
、
義
務
教
育
諸
学
校
へ
の
就
学
を
猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ

た
方
等
を
対
象
に
、
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
の
有
無
を
認

定
す
る
試
験
を
実
施
し
ま
す
。
合
格
者
に
は
高
等
学
校
の
入

学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

　
受
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
三
重
県
教
育
委
員
会
事
務

局
高
校
教
育
室
進
路
指
導
・
入
試
グ
ル
ー
プ　
電
話
０
５
９

（
２
２
４
）
２
９
１
３
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

試
験
日　
11
月
２
日
（
火
）

時　
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
40
分

会　
場　
三
重
県
庁
講
堂
棟
３
階

出
願
期
間　
８
月
20
日
（
金
）
～
９
月
7
日
（
火
）
消
印
有
効

教
育
委
員
会　
（
５
８
）
８
２
１
２

教
育
た
よ
り

【町営プール利用案内】　教育委員会　（５８）８２１２
○　日 に ち　８月３１日（火）まで
○　時　　間　午前９時３０分～正午　午後１時～午後５時
○　利用料金　町内在住者（中学生以下）1 回：50 円　町内在住者（一般）1 回：100 円
　　　　　　　上記以外の方  1 回：200 円　※未就学児童は無料
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Information 8 -August-

　

　
み
な
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。玉
城
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
す
。

　
今
回
は
、
認
知
症
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
は
認
知
症
っ
て
ど
ん
な
病
気
か
ご
存
知
で
す
か
？

　
ご
飯
を
食
べ
た
事
を
覚
え
て
い
な
い
、
自
分
の
い
る
場
所
が

わ
か
ら
な
い
・
・
・
普
通
の
人
な
ら
当
た
り
前
に
分
か
っ
て
い

る
こ
と
が
、
わ
か
ら
な
く
な
り
、
認
識
し
た
り
、
記
憶
し
た
り
、

判
断
す
る
力
が
障
害
を
受
け
、
社
会
生
活
に
支
障
を
き
た
す

状
態
を
認
知
症
と
い
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
、
新
し
い
こ
と
が
覚
え
に
く
く
な
っ
た
り
、
う
っ

か
り
物
忘
れ
を
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
年
を
と

る
と
体
力
が
落
ち
る
よ
う
に
記
憶
力
の
低
下
は
、
多
か
れ
少

な
か
れ
、誰
も
が
経
験
す
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、認
知
症
は
、

脳
の
委
縮
や
血
管
が
詰
ま
る
な
ど
の
病
的
な
障
害
に
よ
っ
て
起

こ
る
『
か
ら
だ
の
病
気
』
で
す
。
自
然
の
老
化
現
象
と
は
違

い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
認
知
症
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
て

認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
豊
か
に

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
行
き
た
い
も
の
で

す
。

　

玉
城
町
で
は
、
毎
年
３
回
連
続
の
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
８
月
８
日
・
９
月
11
日
の

講
座
に
、
ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
み
な
さ
ん
は
、「
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
く
ら
」
を
ご
存
知

で
す
か
？
認
知
症
に
つ
い
て
学
び
、
認
知
症
の
方
を
支
援
す
る

自
主
活
動
組
織
で
す
。
現
在
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
映
さ

れ
て
い
る
認
知
症
の
方
へ
の
接
し
方
の
寸
劇
も
『
サ
ポ
ー
タ
ー

さ
く
ら
』
の
取
組
み
の
一
つ
で
す
。

　

認
知
症
も
他
の
病
気
と
同
じ
よ
う
に
、
予
防
に
努
め
る
と

同
時
に
早
期
に
発
見
し
て
、
脳
の
活
性
化
や
進
行
を
遅
ら
せ

る
薬
を
服
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
国
立
長
寿
医
療
セ
ン

タ
ー
で
使
用
し
て
い
る
「
認
知
症
テ
ス
ト
」
を
掲
載
し
ま
し
た
。

３
個
以
上
当
て
は
ま
っ
た
方
は
、「
も
の
わ
す
れ
外
来
」
や
「
健

（
脚
）
健
（
脳
）」
教
室
に
つ
い
て
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

認
知
症
チ
ェッ
ク
項
目

□
①
同
じ
こ
と
を
言
っ
た
り
聞
い
た
り
す
る
。

□
②
物
の
名
前
が
出
て
来
な
く
な
っ
た

□
③
置
き
忘
れ
や
し
ま
い
忘
れ
が
目
立
っ
て
き
た

□
④
以
前
は
あ
っ
た
関
心
や
興
味
が
失
わ
れ
た

□
⑤
だ
ら
し
な
く
な
っ
た

□
⑥
日
課
を
し
な
く
な
っ
た

□
⑦
時
間
や
場
所
の
感
覚
が
不
確
か
に
な
っ
た

□
⑧
慣
れ
た
場
所
で
道
に
迷
っ
た

□
⑨
財
布
な
ど
を
盗
ま
れ
た
と
言
う

□
⑩
さ
さ
い
な
事
で
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ
た

□
⑪�

蛇
口
、
ガ
ス
栓
の
締
め
忘
れ
、
火
の
用
心
が
で
き
な

く
な
っ
た

□
⑫
複
雑
な
ド
ラ
マ
が
理
解
で
き
な
い

□
⑬
夜
中
に
急
に
起
き
だ
し
て
騒
い
だ

さ
ぁ
て
、
い
か
が
で
し
た
か
？

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
（
５
８
）
７
３
７
３

　
高
齢
者
や
障
害
者
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
解
決
の

取
組
を
強
化
す
る
た
め
、
全
国一斉
に
「
高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間
を
実
施
し
、
次
の
と
お
り
電

話
相
談
の
受
付
時
間
を
拡
大
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

期　
　
間　
９
月
６
日
（
月
）
～
12
日
（
日
）

受
付
時
間　
平
日　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　
　
　
　
　
土
・
日　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

電
話
番
号　
０
５
９
（
２
２
８
）
４
７
１
１

日
に
ち　
９
月
５
日
（
日
）

時　
間　
午
後
１
時
（
開
場
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
（
開
演
）

場　
所　
伊
勢
市
観
光
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト　

前
売
り　
大
人
6
0
0
円　
高
校
生
以
下
5
0
0
円

当　
日　
大
人
8
0
0
円　
高
校
生
以
下
7
0
0
円

※
小
学
生
未
満
（
未
就
学
児
）
は
無
料

お
問
合
せ
は
、
伊
勢
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド
事
務
局
へ
。

津
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課　
０
５
９
（
２
２
８
）
４
１
９
３

伊
勢
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド
事
務
局
（
村
林
）

0
9
0
ー
8
7
3
7
ー
2
2
1
4

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

に
つ
い
て

第
32
回
定
期
演
奏
会

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

議
会
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

お
知
ら
せ
広
場

特　
集
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伊
勢
市
消
防
本
部
総
務
課　
（
２
５
）
１
２
０
６

（
２
５
）
１
２
６
４

伊
勢
市
消
防
職
員
募
集

総
務
省　
三
重
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー

（
デ
ジ
サ
ポ
三
重
）　
０
５
９
（
２
１
３
）
１
０
３
０

「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
」

受
信
相
談
会
の
お
知
ら
せ
！	

採
用
人
員
（
予
定
）　

　
　
　
消
防
職
（
一
般
）　　
　
　
　
　
７
名
程
度

　
　
　
消
防
職
（
救
急
救
命
士
）　　
　
３
名
程
度

受
験
資
格

　
昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
、
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
条
項

に
該
当
せ
ず
、
心
身
と
も
健
全
で
、
消
防
業
務
に
支
障
が
な
い

方
。
消
防
職
（
救
急
救
命
士
）
は
、
救
急
救
命
士
法
（
平
成
３

年
法
律
第
36
号
）
に
よ
る
救
急
救
命
士
免
許
証
を
有
す
る
方
。

試
験
日

　
第
１
次
試
験
（
教
養
試
験
、
適
性
試
験
、
体
力
試
験
）
は
平

成
22
年
９
月
19
日
（
日
）、
時
間
お
よ
び
場
所
は
、
受
験
票
に

よ
り
申
込
者
に
追
っ
て
通
知
し
ま
す
。
ま
た
、第
２
次
試
験
（
口

述
試
験
、
作
文
試
験
、
健
康
診
断
）
は
第
１
次
試
験
合
格
者
に

通
知
し
ま
す
。

申
込
方
法

　

伊
勢
市
消
防
本
部
交
付
の
受
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
、
写
真
を
貼
付
し
、
本
人
の
み
の
住
民
票
の
写
し
（
本
籍
・

続
柄
等
の
記
載
が
省
略
さ
れ
た
も
の
）
１
通
、
80
円
切
手
を
貼

付
の
返
信
用
封
筒
２
通
（
返
信
先
の
住
所
、
氏
名
を
記
入
）、
消

防
職
（
救
急
救
命
士
）
の
み
、
救
急
救
命
士
免
許
証
の
写
し
を

添
え
て
必
ず
受
験
者
本
人
が
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

採
用
試
験
案
内
・
受
験
申
込
書
は
消
防
本
部
総
務
課
の
ほ
か
、

伊
勢
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.city.ise.m
ie.

jp

）
で
も
入
手
で
き
ま
す
。

受
付
期
間

　
８
月
２
日
（
月
）
～
８
月
16
日
（
月
）（
午
前
８
時
30
分
～

午
後
5
時
15
分
。
土・日
は
除
く
。）
た
だ
し
、郵
送
の
場
合
は
、

　
三
重
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
三
重
）

で
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す
る
受
信
相
談
会
を
下
記
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
。

【 

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
相
談
会 

】

日
に
ち　
８
月
30
日
（
月
）

時　
間　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場　
所　
保
健
福
祉
会
館　
集
団
検
診
室

日
に
ち　
８
月
31
日
（
火
）

時　
間　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場　
所　

�

ア
ス
ピ
ア
玉
城　
玉
城
弘
法
温
泉
・
ふ
れ
あ
い
の
館

◎�

地
デ
ジ
の
準
備
に
あ
た
り
、「
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
に
は
何

が
必
要
か
？
」・「
テ
レ
ビ
を
買
っ
た
の
に
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受

信
で
き
な
い
」
な
ど
地
デ
ジ
に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
（
予
約
不
要
）。

◎�

２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）
７
月
24
日
ま
で
に
ア

ナ
ロ
グ
放
送
は
終
了
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
以
降
、

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
だ
け
で
は
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
視

聴
で
き
ま
せ
ん
。
お
早
目
の
ご
準
備
を
お
願
い
し

ま
す
。

８
月
14
日
（
土
）
付
消
印
ま
で
有
効
。

お
申
込
み
・
お
問
合
せ

　
〒
5
1
6
ー
0
0
1
6　
三
重
県
伊
勢
市
神
田
久
志
本
町

1
4
3
6
ー
1　
伊
勢
市
消
防
本
部
総
務
課

採
用
予
定
年
月
日

　
平
成
23
年
４
月
１
日

　
　
　
　
※�

つ
り
上
げ
荷
重
１
ト
ン
以
上
の
ク
レ
ー
ン
等
に
つ
い

て
玉
掛
け
の
補
助
業
務
の
経
験
６
ヵ
月
以
上
の
者

申　
込　

�

県
建
設
労
働
組
合
伊
勢
支
部
（
伊
勢
市
一
之
木
４
丁

目
6
4
4
‐3
）

印
鑑
・
受
講
料
・
写
真
２
枚
（
2.5
×
3.5㎝
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

日
に
ち　
８
月
26
日
（
木
）
〜
28
日
（
土
）

場　
所　
学
科　
８
月
26
日
（
木
）・
27
日
（
金
）

　
　
　
　
三
重
建
労
伊
勢
支
部
第
二
会
館

　
　
　
　
実
技　
８
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
コ
マ
ツ
建
販
㈱
（
伊
勢
市
西
豊
浜
町
）

受
講
料　
１
３
、５
０
０
円

定　
員　
60
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

受
験
資
格　
満
18
歳
に
達
し
て
か
ら
次
の
実
務
経
験
を
有
す
る
人

県
建
設
労
働
組
合
伊
勢
支
部　
（
２
３
）
５
５
３
５

玉
掛
け
技
能
講
習
会

独
立
行
政
法
人 

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部　
0
3
（
3
4
3
6
）
0
1
5
1

退
職
金
は
、
中
退
共
制
度
（
中
小
企
業
退

職
金
共
済
制
度
）
に
お
任
せ
く
だ
さ
い

　
中
退
共
制
度
は
中
小
企
業
で
働
く
従
業
員
の
た
め
の
外
部
積

立
型
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　
安
全
・
確
実
・
有
利
な
中
退
共
済
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
掛
け
金
の一部
を
国
が
助
成
し
ま
す

▼
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
す

▼
管
理
が
簡
単
で
す

▼
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
中
退
共
制
度
に
移
行
で
き
ま
す
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ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

議
会
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

お
知
ら
せ
広
場

特　
集

　太陽がまぶしい季節を迎えました。玉城町図書館では、
たくさんの元気がもらえるような旬の本・話題の本を多
く取り揃え、みなさんのご来館をお待ちしています。ど
うぞご利用ください。なお、新規でご利用の方は図書カー
ドの登録が必要です（身分証明書をご持参ください）。

購入図書
道尾秀介「光媒の花」、湊かなえ「夜行観覧車」、
有川浩「図書館革命」、曽野綾子「自分の始末」、
柳美里「ファミリー・シークレット」、伊吹有喜「四十九
日のレシピ」、内田康夫「平家伝説殺人事件」、東
野圭吾「卒業」、大畑楽歩「三重苦楽」、
マイケル・ブルックス「まだ科学で解けない１３の謎」、
池田香代子「世界がもし１００人の村だったら」、小栗
左多里＆トニー・ラズロ「ダーリンの頭ン中　英語と
語学」
（健　康）
有田秀穂「脳からストレスを消す技術」、
大谷由紀子「『ふくらはぎをもむ』と超健康になる」
（料　理）
どいちなつ「作っておくと安心、便利　うちの常備
菜と保存食」、asami 他「はじめてのキャラ弁」
（児童書）
怪談レストラン編集委員会「恐怖のトンネルレストラン」
（絵　本）
山岡ひかる「おかあさんのパンツ３」、高家博成・仲
川道子「かぶとむしのぶんちゃん」、長谷川義史「い
いからいいから」「うえへまいりまあす」、ローラ・ユ
ンクヴィスト「せんをたどっていえのなかへ」、間瀬な
おかた「でんしゃでいこうでんしゃでかえろう」、かが
くいひろし「もくもくやかん」、さかなクン「小学館の
図鑑ＮＥＯ　原寸大すいぞく館」、相原和典他「ポケ
モンをさがせ！ダイヤモンドパール」
◎第56回青少年読書感想文全国コンクール課題図書も
入りましたので、ぜひご利用ください。
　読みたい本のリクエストがありま
したら下記へお願いします。（予算、
内容に照らし、購入を検討させ
ていただきます。）
お問合せ
玉城町図書館
℡　58-8212

図書館だより
～新着図書のお知らせ～

く
だ
さ
い
。

○
無
料
化
社
会
実
験
区
間
の
通
行
料
金
は
い
た
だ
き
ま
せ
ん
。

○�

な
お
、
高
速
道
路
は
小
型
二
輪
車
（
1
2
5
ｃｃ
以
下
）
で

は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

お
問
合
せ

　
N
E
X
C
O
中
日
本
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
0
1
2
0

（
9
2
2
）
2
2
9

　
伊
勢
自
動
車
道
（
津
Ｉ
Ｃ
～
伊
勢
Ｉ
Ｃ
）
お
よ
び
紀
勢
自
動

車
道
で
は
、平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
無
料
化
社
会
実
験
を
行
っ

て
い
ま
す
。

通
行
方
法
は
従
来
と
同
じ
で
す
。

○�

Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
は
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
を
車
載
器
に
挿
入
の
う
え
、
Ｅ
Ｔ

Ｃ
レ
ー
ン
を
ご
通
行
く
だ
さ
い
。

○�

Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
以
外
は
入
口
で一
旦
停
止
の
う
え
通
行
券
を
取

り
、
出
口
で
一
旦
停
止
の
う
え
通
行
券
を
係
員
に
お
渡
し

　
名
古
屋
税
関
で
は
、終
戦
後
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
方
々

が
税
関
な
ど
に
預
け
た
通
貨
や
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す

が
、
今
な
お
、
お
引
取
り
手
が
な
く
、
保
管
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
も
の
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
返
還
請
求
・
お
問
合
せ
は
、
ご
本
人
は
も
と
よ
り
ご
家
族
の

方
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
お
心
当
た
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

●�

上
陸
地
の
税
関
、
ま
た
は
海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証

券
な
ど

●�

帰
国
前
に
在
外
公
館
や
日
本
人
自
治
会
な
ど
に
預
け
ら
れ
た

通
貨
・
証
券
な
ど
の
う
ち
、
そ
の
後
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

　
通　
貨
：
旧
日
本
銀
行
券
、
旧
日
本
軍
軍
票　
等

　
証
券
等
：�

支
那
事
変
割
引
国
庫
債
券
、
大
東
亜
戦
争
割
引

国
庫
債
券　
等

　
詳
し
く
は
、
財
務
省
名
古
屋
税
関　
四
日
市
税
関
支
署
津

出
張
所
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

名
古
屋
税
関 

四
日
市
税
関
支
署　
津
出
張
所

０
５
９
（
２
３
４
）
４
１
６
１

終
戦
当
時
の
引
揚
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
お
預
か

り
し
た
通
貨
・
証
券
な
ど
を
返
還
し
て
い
ま
す

国
土
交
通
省
三
重
河
川
国
道
事
務
所
調
査
第
二
課

0
5
9
（
2
2
9
）
2
2
2
0

国
土
交
通
省
紀
勢
国
道
事
務
所
調
査
設
計
課

0
5
9
8
（
5
2
）
5
3
6
5

中
日
本
高
速
道
路
㈱
津
保
全
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

0
5
9
（
2
5
6
）
7
6
8
3

高
速
道
路
無
料
化
社
会
実
験
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伊
勢
警
察
署
（
2
0
）
0
1
1
0

伊
勢
警
察
署
か
ら
お
知
ら
せ

　
平
成
22
年
度
※
伊
勢
警
察
署
協
議
会
の
委
員
（
13
人
）
が
三

重
県
公
安
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
玉
城
町
か
ら
は
副
会
長
に
出
口
文
生
さ
ん
（
野
篠
）
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

※�

各
警
察
署
の
管
轄
区
域
内
に
お
け
る
警
察
の
事
務
の
処
理
に

関
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
警
察
署
長
の
諮
問
に
応
ず
る
と
と
も
に
、

警
察
署
長
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
警
察
署

の
業
務
運
営
に
地
域
住
民
の
意
向
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

■�

平
成
22
年
度
三
重
県

　
警
察
官
募
集

受　
付　

�

８
月
２
日
（
月
）
～

　
　
　
　
31
日
（
火
）

採　
用　
平
成
23
年
４
月

お
問
合
せ

県
人
事
委
員
会

0
5
9
（
2
2
4
）
2
9
3
2

県
警
察
本
部

警
務
部
警
務
課
採
用
係

0
5
9
（
2
2
4
）
0
1
1
0

伊
勢
警
察
署

0
5
9
6
（
20
）
0
1
1
0

県
内
の
警
察
署
・
交
番
・
駐
在
所

■
三
重
県
警
察

　
就
職
説
明
会
開
催

　

三
重
県
警
察
で
は
、
警

察
の
仕
事
お
よ
び
警
察
官

採
用
試
験
に
つ
い
て
説
明

会
を
開
き
ま
す
。

　

採
用
試
験
の
受
験
を
考

え
て
い
る
方
、
警
察
の
仕

事
に
興
味
が
あ
る
方
な
ど
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
警
察
学
校
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催

日
に
ち　
８
月
６
日
（
金
）

時　
間　
午
後
１
時
～
５
時

場　
所　
三
重
県
警
察
学
校

内　
容　
学
生
と
の
座
談
会
、
授
業
見
学
、
鑑
識
体
験
な
ど

お
問
合
せ
・
申
込
み
先　

　
三
重
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係　
０
１
２
０
（
３
３
３
）

０
１
１
０
ま
た
は
三
重
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ http://

w
w

w
.police.pref.m

ie.jp

）「
採
用
案
内
」へ
お
問
合
せ（
申

込
み
）
く
だ
さ
い
。

日にち 場　所 時　間

8 月 8 日（日）
伊勢警察署 10：00 ～ 12：00
松阪警察署 14：00 ～ 16：00

12 日（木）名張警察署 13：00 ～ 15：00
13 日（金）尾鷲警察署 13：00 ～ 15：00

14 日（土）
桑名警察署 10：00 ～ 12：00
四日市南警察署 14：00 ～ 16：00

15 日（日）三重県警察本部 10：00 ～ 12：00

三
重
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係 

０
１
２
０
（
３
３
３
）
０
１
１
０

三
重
県
警
察
か
ら
お
知
ら
せ

試験区分 採用予定数 試験日
警察官Ａ

（２回） 男性 約 25 人 ９月 18 日（土）
および 19 日（日）

警察官Ｂ
男性 約 34 人

９月 19 日（日）
女性 約   2 人

警察事務Ｂ 約 10 人
９月 26 日（日）

警察事務Ｃ 約   2 人

（
独
）
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
養
殖
研
究
所

玉
城
庁
舎
（
５
８
）
６
４
１
１

養
殖
研
究
所
一
般
公
開

三
重
県
防
災
危
機
管
理
部
地
震
対
策
室

０
５
９
（
２
２
４
）
２
１
８
５

み
え
の
防
災
大
賞

　
養
殖
研
究
所
で
は
、
研
究
所
の
仕
事
を
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、次
の
と
お
り一般
公
開
を
行
い
ま
す
。
入
場
無
料
、

事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

【
玉
城
庁
舎一般
公
開
】

日
に
ち　
８
月
28
日
（
土
）

時　
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

場　
所　
養
殖
研
究
所
玉
城
庁
舎
（
玉
城
町
昼
田
２
２
４‐１
）

内　
容

　
当
所
の
研
究
内
容
の
紹
介
・
展
示
の
ほ
か
、
ウ
ナ
ギ
研
究
に

つ
い
て
の
講
演
、
ア
マ
ゴ
つ
か
み
取
り
、
タ
ッ
チ
プ
ー
ル
、
海
藻

の
し
お
り
作
り
等
の
楽
し
い
企
画
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

お
問
合
せ

（
独
）
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
養
殖
研
究
所　
業
務
推
進
課

０
５
９
９
（
６
６
）
１
８
３
０

Ｈ　
Ｐ　

 http://nria.fra.affrc.go.jp/index.htm
l

　
三
重
県
で
は
、
特
色
あ
る
防
災
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
を

表
彰
し
ま
す
。

対　
　
象

　
自
主
防
災
組
織
、
自
治
会
、
事
業
所
、
学
校
、
子
ど
も
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
（
個
人
の
応
募
は
で
き
ま

せ
ん
。）
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理学療法士になろう！理学療法士になろう！
リハビリ医療のスペシャリスト
　今、リハビリテーションが注目されています。
理学療法士は国家資格で認められたリハビリ医療
のスペシャリスト。身体機能の回復を図り、患者
様の日常生活がより良くなった時はとてもうれし
く、やりがいを感じます。
　高齢化を迎えている日本において、理学療法士
の必要性はますます高まっています。

〒516-0805　伊勢市御薗町高向 1658 　　TEL：0596-24-2540    
http://www.kyoeigakuen.ac.jp/　Email：iseshima@kyoeigakuen.ac.jp

伊勢志摩リハビリテーション専門学校
理 学 療 法 学 科

学校法人
協栄学園

伊勢志摩中央リハビリテーションセンター併設
大学併修制度（希望者のみ）
AO入試（前期型）エントリー受付中！ (9/25 まで )
オープンキャンパス：８月 7日、８月 22日、9月 25日

09年度理学療法士
国家試験全員合格

有 料 広 告

Information 8 -August-

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

議
会
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

お
知
ら
せ
広
場

特　
集

玉
城
食
改
か
ら
お
知
ら
せ

　
玉
城
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
（
玉
城
食
改
）
で

は
町
民
の
み
な
さ
ん
の
健
康
の
増
進
を
め
ざ
し
、『
私
達

の
健
康
は
、
私
達
の
手
で
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
み

な
さ
ん
の
健
康
作
り
の
、
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

◆
男
性
の
た
め
の
料
理
教
室
開
催
◆

　
６
月
25
日
（
金
）
に
は
、
男
性
の
た
め
の
料
理
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。
管
理
栄
養
士
か
ら
健
康
づ
く
り
の
講
話

の
あ
と
調
理
実
習
を
し
ま
し
た
。
包
丁
さ
ば
き
も
軽
や
か

に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
料
理
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
食
改

メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
も
和
気
合
い
あ
い
と
し
楽
し
い
時
間

を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。　

　
〈
メ
ニ
ュ
ー
〉 

鯖
の
ト
マ
ト
煮
・
五
色
サ
ラ
ダ

キ
ャ
ベ
ツ
と
き
の
こ
の
清
汁
・
寒
天
と
白
玉
の
黒
蜜
か
け

◆
一
般
講
習
会
の
開
催
◆

　
今
年
度
も
町
民
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
、
左
記
の
通
り

一
般
伝
達
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
メ
ニ
ュ
ー
紹
介
コ
ー
ナ
ー
◆

　
食
改
で
は
、
今
年
度
は
６
回
ほ
ど
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
し

ま
す
。

　
２
回
目
は
緑
茶
寒
天
と
白
玉
の
黒
蜜
か
け
で
す
。
夏
の

さ
わ
や
か
な
彩
り
は
見
た
目
に
も
涼
し
く
感
じ
ま
す
。
冷

た
く
し
て
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。

∧
緑
茶
寒
天
と
白
玉
の
黒
蜜
が
け
∨

作
り
方

①　

�

２
カ
ッ
プ
の
緑
茶
を
作
る
。　

②　

�

①
で
分
量
の
寒
天
を
煮
溶
か
し
、
冷
や
し
固
め
て
２

㎝
角
に
切
る
。

③　

�

白
玉
粉
に
水
１
／
２
カ
ッ
プ
を
、
す
こ
し
ず
つ
加
え

て
、
耳
た
ぶ
く
ら
い
の
硬
さ
に
練
り
直
径
２㎝
ほ
ど

に
丸
め
て
中
央
を
く
ぼ
ま
せ
る
。

④　

�

③
を
熱
湯
に
入
れ
、
浮
き
上
が
っ
た
ら
冷
水
に
取
り
、

水
を
切
る
。　

⑤　

�

黒
蜜
を
作
る
。
黒
砂
糖
と
水
１
／
４
カ
ッ
プ
を
合
わ

せ
、
煮
溶
か
し
冷
や
す
。

⑥　
②
と
④
を
器
に
盛
り
⑤
を
か
け
る
。

『私達の健康は、私達の手で』⑥

材料　４人分
緑茶	 ５ｇ
粉寒天	 ４ｇ
白玉粉	 １００ｇ
黒砂糖	 ５０ｇ

平成 22 年度の一般伝達講習会日程と地区
8 月 22 日 日 親子料理教室 全地区
9 月 16 日 木 バランス食について 田丸

10 月 14 日 木 高血圧予防塩分を控
えた料理 外城田

12 月 16 日 木 食文化を考える 田丸

1 月 24 日 月 骨粗鬆症予防料理 有田
下外城田

※地区別になっていますが、どの地区でも参加できます。
※会費３００円　米１/ ２カップ　エプロン　三角巾
※申し込み先・・・保健福祉会館（５８）８０００

表
彰
内
容　

　
○
「
み
え
の
防
災
大
賞
」（一団
体
）

　
　
　
表
彰
状
お
よ
び
賞
金
10
万
円

　
○
「
み
え
の
防
災
奨
励
賞
」（
５
団
体
）

　
　
　
表
彰
状
お
よ
び
賞
金
各
３
万
円

応
募
方
法

　
み
え
の
防
災
大
賞
応
募
（
推
薦
）
様
式
及
び
活
動
を
示
す
資

料
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

募
集
期
間

　
８
月
10
日
（
火
）
～
９
月
10
日
（
金
）
当
日
消
印
有
効
、
持

参
の
場
合
の
受
付
時
間
は
、
平
日
の
９
時
か
ら
16
時
30
分

受
賞
団
体
の
表
彰

　
12
月
４
日
（
土
）
に
名
張
市
で
開
催
す
る
「
み
え
の
防
災
風

土
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
席
上
で
表
彰
し
ま
す
。
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有 料 広 告

応募資格
　プロ、アマを問いません

応募規定
・�カラー四つ切プリント写真（ワイド四つ切り不可、
デジタル加工不可）

・�平成２２年４月以降に撮影したもので、田丸城郭内の
「大賀ハス」が入った写真
・�デジタルカメラでの撮影作品も可（デジタル加工

不可）。この場合、目安として４００万～５００万画素
以上の画素で撮影した作品

・�応募作品は未発表の作品で、他のコンテストなど
に応募または発表予定のないもの

・入賞作品の版権は主催者に帰属
・写真の裏面に必要事項を記入した応募票を添付
・入賞者は後日原版を提出
・�事務局でデータ化した後、原版は返却（デジタル

写真はデータを提出）
・�ひとり３点まで応募可。応募作品は返却いたしません
・�人物等の被写体に関する肖像権その他の権利につ
いては、必ず権利者や被写体本人（被写体が未成
年者の場合は、親権者）等の承諾が必要

応募期間
　～８月20日（金）※必着

表彰・展示
金　　　賞	 １点	 副賞あり
銀　　　賞	 ２点	 副賞あり
大賀ハス賞	 ３点	 副賞あり
参　加　賞	   － 	 記念品
※�なお、施設・イベント等で展示させていただくこと

がありますのでご了承ください。

入賞者発表
　・平成 22 年９月上旬：町ホームページに掲載予定
　・広報たまき 10 月号に掲載予定

主　催
　玉城町・玉城町教育委員会

応募先・詳細のお問合せ
　〒５１９ー０４９５
　三重県度会郡玉城町田丸１１４番地２　
　玉城町役場産業振興課
　「大賀ハス フォトコンテスト２０１０」係

『大賀ハス』フォトコンテスト2010
町制55周年記

念

産業振興課（５８）８２０４
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キャンペーン期間中
（11月末日まで）粗品進呈

、

　

暑
さ
に
強
い
子
ど
も
た
ち
に
つ
き
あ
っ
て
い
る
と
、

大
人
が
参
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
ね
。
休
養
と
水
分

を
と
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
健
康
に
過
ご
し
た
い
も
の

で
す
。

　
さ
て
、
最
近
の
子
育
て
の
様
子
を
近
く
で
見
て
い

て
感
じ
る
こ
と
を
少
し
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
子
ど
も
は
大
人
の
小
型
版
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
子
ど
も
は
ま
だ
成
長
の
途
中
に
い
る
の

で
す
。
だ
か
ら
失
敗
も
し
た
り
、
何
回
言
っ
て
も
で

き
な
か
っ
た
り
、す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
っ
た
り・・・。「
な

ん
で
で
き
な
い
の
！
」「
何
回
も
言
っ
て
る
で
し
ょ
！
」

「
さ
っ
き
言
っ
た
ば
か
り
で
し
ょ
！
」
よ
く
子
ど
も
に

言
っ
て
し
ま
う
言
葉
で
す
よ
ね
。

　

子
ど
も
の
発
達
は
、
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
常
に
上

向
き
で
進
ん
で
い
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
い

そ
う
思
っ
て
し
ま
い
ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
の
発
達
は
、

ジ
グ
ザ
グ
し
な
が
ら
寄
り
道
し
て
進
ん
で
い
く
の
で

す
。
昨
日
で
き
て
い
た
の
に
今
日
は
で
き
な
い
こ
と

も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
あ
り
ま
す
。
何
回
も
何
回
も
失
敗

し
て
、
で
も
そ
の
う
ち
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る

の
で
す
。
失
敗
し
て
も
「
あ
あ
そ
の
う
ち
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
気
持
ち
で
、
あ
ま
り

子
ど
も
を
責
め
る
よ
う
な
言
葉
で
は
な
く
、「
今
度

は
で
き
る
と
い
い
ね
」「
失
敗
し
た
っ
て
い
い
さ
」
く

ら
い
の
余
裕
が
大
人
に
は
ほ
し
い
で
す
ね
。
余
裕
が

な
い
と
き
は
、「
深
呼
吸
」
が
お
す
す
め
で
す
よ
。

み
な
さ
ん
の
大
切
な
お
子
さ
ん
は
、
必
ず
で
き
る
こ

と
が
増
え
て
い
き
ま
す
か
ら
、
安
心
し
て
見
守
っ
て

や
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
そ
れ
と
、
大
人
と
し
ゃ
べっ
て
い
る
よ
う
な
話
し
方

で
子
ど
も
に
し
ゃ
べっ
て
い
る
方
も
見
か
け
ま
す
。
大

人
同
士
な
ら
わ
か
る
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
や
冗
談
、

場
の
雰
囲
気
を
感
じ
て
言
う
言
葉
な
ど
は
、
子
ど
も

に
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
か
か
わ
り

を
し
て
い
る
と
、
親
の
言
葉
が
子
ど
も
の
心
を
素
通

り
し
て
い
ま
い
ま
す
。
こ
れ
は
伝
え
た
い
と
親
が
思
っ

た
と
き
、
伝
わ
ら
な
い
こ
と
も
で
て
く
る
で
し
ょ
う
。

子
ど
も
が
言
い
た
い
と
思
っ
た
こ
と
を
、
ま
ず
聞
い

て
や
る
こ
と
。
そ
し
て
、
子
ど
も
が
わ
か
る
よ
う
な

表
現
で
話
し
て
や
る
こ
と
が
、
よ
り
親
子
の
き
ず
な

を
深
め
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
は
発
達
途
中

の
子
ど
も
た
ち
が
、
安
心
し
て
失
敗
す
る
経
験
を
た

く
さ
ん
積
み
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
を
増
や
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
、
そ
し
て
ド
ー
ン
と
か
ま
え
て
、
そ
の
失

敗
に
つ
き
あ
っ
て
や
れ
る
大
人
が
そ
ば
に
い
て
や
れ
た

ら
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

に
こ
に
こ
チ
ャ
ン
ネ
ル

子
育
て
情
報
お
届
け
し
ま
す

子
育
て
総
合
支
援
室　
（
５
８
）
８
０
０
０

Information 8 -August-
・国勢調査は、平成 22 年 10 月 1日現在、日本に住んでいるすべての人及び
世帯が対象です。

・調査結果は、さまざまな法令に基づいて使われるほか、社会福祉、雇用対策、
生活環境の整備など、私たちのより良い生活のために役立てられます。

・調査票へのご回答、よろしくお願いいたします。

10月1日国勢調査を実施します。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

議
会
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

お
知
ら
せ
広
場

特　
集
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！！

こ
ん
な
話
　
ど
ん
な
話

一（
斬
り
捨
て
御
免
）

　
相
当
年
配
の
方
々
な
ら
ば
、
こ
の
言
葉
も
頭
の
、
片
隅
に
残
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
が
、
壮
年
以
下
の
方
々
に

は
耳
慣
れ
な
い
言
葉
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

　
こ
の
言
葉
ほ
ど
、
人
の
持
つ
人
間
と
し
て
の
尊
厳
さ
を
冒
瀆

す
る
語
は
な
い
。
と
言
って
も
意
味
が
理
解
で
き
な
い
の
で
は
何

故
冒
瀆
（
侵
し
汚
す
こ
と
）
す
る
事
に
な
る
の
か
理
解
で
き
な

い
か
ら
、
具
体
的
に
簡
単
に
説
明
す
る
。

　
江
戸
時
代
に
、
武
士
に
対
し
て
無
礼
な
こ
と
を
し
た
下
級
武

士
、
町
人
、
百
姓
等
を
斬
り
捨
て
て
も
咎
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
。
こ
れ
が
斬
り
捨
て
御
免
の
語
意
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
武
士

は
、
一
人
間
で
は
な
く
、
当
時
の
支
配
体
制
を
背
負
って
生
き

て
い
る
。
だ
か
ら
、
武
士
を
侮
辱
し
た
り
無
礼
な
言
動
で
あ
し

ら
っ
た
り
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
体
制
そ
の
も
の
に
対
し
て
無
礼

で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
ひ
い
て
は
体
制
そ
の
も
の
を
否
定
す

る
態
度
で
あ
る
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
考
え
方
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
当
時
の
封
建
的
な
支

配
体
制
を
、
あ
く
ま
で
も
存
続
さ
せ
る
た
め
に
都
合
の
良
い
考

え
方
を
、
一
方
的
に
主
張
す
る
態
度
か
ら
生
ま
れ
た
、
言
語

道
断
の
思
想
で
あ
る
。

　
や
や
理
屈
っ
ぽ
い
説
明
が
続
い
た
の
で
早
速
「
斬
り
捨
て
御

免
」
の
事
例
を
説
明
す
る
。

　
　
　
　
出
典
「
田
丸
城
古
記
抜
書
」

　
時
は
、
正
徳
六
申
年
（
一
七
一
六
）、
三
百
年
も
前
に
田
丸

で
起
こ
っ
た
事
件
で
あ
る
。
五
月
の
上
旬
の
あ
る
日
、
田
丸
城

内
に
勤
め
る
若
輩
の
窪
田
郷
助
は
借
地
の
畑
へ
芋
苗
を
植
え
る

よ
う
、
雇
い
人
に
申
付
け
、
仕
事
を
さ
せ
た
。

　
午
後
二
時
頃
に
な
っ
た
の
で
、
郷
助
は
畑
へ
見
回
り
に
いっ
た

と
こ
ろ
、
懸
命
に
働
い
て
い
た
の
で
、
店
屋
物
で
も
食
べ
さ
せ
よ

う
と
思
い
つ
き
、雇
い
人
の
一
人
に
買
い
に
行
く
よ
う
に
言
う
と
、

　
「
そ
れ
は
無
用
に
な
さ
れ
ま
せ
。」

と
、
返
答
を
し
た
。
そ
し
て
、
付
け
加
え
る
よ
う
に

　
「
芋
を
植
え
る
杭
を
付
く
よ
う
に
、
ご
家
来
に
申
し
付
け
な

さ
れ
ま
せ
。」

と
言
う
。
そ
こ
で
、
も
う
一
人
の
者
に
申
し
付
け
る
と
、

　
「
阿
呆
な
る
事
ば
か
り
申
さ
ず
、
お
帰
り
な
さ
れ
ま
せ
。」

と
生
意
気
に
言
っ
た
の
で
、郷
助
は
気
が
た
って
き
た
。
そ
し
て
、

思
わ
ず

　
「
手
に
懸
け
た
い
ぐ
ら
い
だ
。」

と
叱
り
つ
け
る
と
、
雇
い
人
は

　
「
ど
の
よ
う
に
で
も
し
て
く
だ
さ
れ
。」

と
、
身
を
寄
せ
て
き
た
。

　
や
は
り
郷
助
は
若
輩
で
あ
っ
た
。
自
分
の
煮
え
た
ぎ
る
激
昂

を
抑
え
る
こ
と
が
出
来
ず
、
何
を
小
馬
鹿
に
し
ゃ
が
っ
て
と
、

手
を
掛
け
る
と
、
身
を
寄
せ
て
き
た
者
の
体
を
力
一
杯
刀
で
撫

で
切
っ
た
。
一
振
り
、
二
振
り
、
三
振
り
。

　
が
、
男
は
落
命
し
な
か
っ
た
。
郷
助
の
腕
の
鈍
さ
が
幸
い
し

た
ら
し
い
。
恐
ら
く
戦
の
経
験
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
斬
ら
れ
た
男
は
五
助
と
言
っ
て
下
田
辺
の
者
で
あ
っ
た
。
家

に
引
き
取
ら
れ
て
養
生
を
さ
せ
た
。

　
一
方
、
郷
助
は
、
事
の
経
緯
を
書
き
付
け
に
し
て
役
所
へ
出

し
た
が
、出
す
の
が
遅
か
っ
た
。
そ
れ
が
領
主
の
耳
に
入
り
、「
郷

助
は
若
輩
で
あ
る
が
、
元
服
も
し
て
い
る
。
心
得
の
な
い
や
り

方
で
、
届
け
出
が
遅
く
、
不
届
き
で
不
埒
で
あ
る
。」
と
受
け

止
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
郷
助
は
、
家
で
の
謹
慎
を
命
じ
ら
れ
、
身
内
の
窪
田
庄
左
衛

門
や
佐
野
権
太
夫
も
遠
慮
（
自
宅
で
謹
慎
）
を
命
じ
ら
れ
た
。

　
そ
し
て
、
後
日
、
郷
助
は
暇
を
出
さ
れ
五
助
は
紀
州
領
か
ら

追
放
さ
れ
、
他
の
二
人
は
遠
慮
処
分
を
解
か
れ
た
。

　
と
ど
の
つ
ま
り
は
、
刀
を
振
り
上
げ
て
斬
り
つ
け
た
郷
助
は

召
し
放
ち
と
な
り
、
斬
ら
れ
た
五
助
は
領
分
か
ら
放
逐
さ
れ
る

こ
と
と
な
って
、
こ
の
事
件
は
終
止
符
を
う
っ
た
の
で
あ
る
。

---- 

次
号
に
続
く ----

【
提
供
者　
加
納
利
和
】
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当社が自信をもってお勧めしています水道管洗浄（ＪＡＢ工法）は
安心・安全・安価なので大変好評を得ています　　ＪＡＢ工法　　　検索

た

たまきチャンネル
CATV
10ch 番組予定 7月24日～8月25日

内　　　容

6

7

0

1

4

5

8
9/10

11

6

10

11

7/8

0/1
2

9

2/3

（毎月５・２０日更新）

たまきチャンネル　プログラム
時

ビデオレポート（毎週土曜日更新）

知っ得、納得（毎月 5・20 日更新）

特別番組（毎月 1・16 日更新）

議会放送（終了まで）

たまき『あれこれ　かれこれ』

音声付文字情報『ちょっとたまき』（毎週土曜日更新）

【７月 24 日】
音楽のつどい＆家庭教育講習会

【７月３1 日】
夏まつり（アスピア玉城）

【８月７日】
町民ソフトボール大会

【８月 14 日】
ケアハイツ玉城夏祭り

【8 月５日～１９日】　農地法改正について
【８月２０日～９月４日】保育所について

【８月１日～ 15 日】   平成 22 年青少年を育てる会講演会
【８月 16 日～３1 日】　平成 22 年第１回福寿学級　

町議会が開催される当日午後 9 時から録画放送。
また、議会閉会後、翌日午前 9 時から再放送をします。

　ゴミの出し方や料理、歴史（昔話）など、タイトル
どおり「あれこれ」を紹介する番組。 
　みなさんが作った番組も募集中です！

新番組

00	 健康体操①
06	 たまき『あれこれ　かれこれ』①
30	 健康体操②
36	 たまき『あれこれ　かれこれ』②
00	 ビデオレポート①
30/45	 ちょっと玉城① /知っ得、納得①
00	 ビデオレポート②
30/45	 ちょっと玉城② /知っ得、納得②
00	 特別番組
00/30	 健康体操①②
06/36	 あれこれ かれこれ①②
00	 ビデオレポート①
30/45	 ちょっと玉城① /知っ得、納得①	
00	 ビデオレポート②
30/45	 ちょっと玉城② /知っ得、納得②
00	 特別番組
00/30	 健康体操①②
06/36	 あれこれ かれこれ①②
00	 ビデオレポート①
30/45	 ちょっと玉城① /知っ得、納得①
00	 ビデオレポート②
30/45	 ちょっと玉城② /知っ得、納得②
00	 特別番組
00/30	 健康体操①②
06/36	 あれこれ かれこれ①②
00	 ビデオレポート①
30/45	 ちょっと玉城① /知っ得、納得①
00	 ビデオレポート②
30/45	 ちょっと玉城② /知っ得、納得②
00	 特別番組
00	 番組終了

注意：番組は予告なく変更する場合がありますのでご了承ください。
玉城チャンネルについてご意見・ご感想をお待ちしています。

番組に関するお問合せ 放送に関するお問合せ総務課　電話（58）8200 ㈱アイティービー  電話（27）0700

議会放送
（議会終了まで）
当日録画

議会放送
（議会終了まで）
閉会後再放送

城あとに夢を築くまち たまき　2010.823



曜日
診療科目

月 火 水 木 金 土・日・祝日

午前
8:45 ～ 12:00

内　　科 小林副院長 三重大学
循環器内科 小林副院長 三重大学

循環器内科 小林副院長

休診

外　　科 総合診療
本泉院長

総合診療
本泉院長 川村 総合診療

本泉院長
総合診療
本泉院長

整形外科 矢田 矢田 関口 矢田 矢田

特殊外来
三重大学
皮膚科

9：00 ～ 12：00

三重大学
眼科

9：00 ～ 11：30

午後
3:00 ～ 5:00

（水曜日は 6:00 まで）

内　　科 小林副院長 小林副院長
5：00 ～ 6：00

小林副院長

外　　科
三重大学

外科
総合診療
本泉院長

総合診療
本泉院長 川村 総合診療

本泉院長
整形外科 矢田 矢田

P
ublic Inform

ation of Tam
aki Tow

n

広 

報 まちかど掲示板

玉城町役場は8：30am〜7：00pmまで開庁しています。

診療内容のお知らせ 玉城町国民健康保険玉城病院  （58）3039

住民票、所得証明、各種申請、相談などご利用ください。

■玉城町役場
　TEL 58-8200	 FAX 58-4494
●総務課	 TEL 58-8200
●税務住民課	 TEL 58-8201
●生活福祉課	 TEL 58-8203
●産業振興課	 TEL 58-8204
●建設課	 TEL 58-8205
●上下水道課	 TEL 58-8207
●出納室	 TEL 58-8210
●議会事務局	 TEL 58-8211
●教育委員会（村山龍平記念館）

　TEL 58-8212	 FAX 58-7588

■玉城病院
　TEL 58-3039	 FAX 58-7299
■ケアハイツ玉城
●介護老人保健施設
　TEL 58-3770	 FAX 58-3790
●訪問看護ステーション	 TEL 58-8117
●訪問介護ステーション	 TEL 58-8117
●居宅介護支援事業所	 TEL 58-8822
■健康管理センター（地域包括支援センター）

　TEL 58-7373	 FAX 58-7625
■保健福祉会館（子育て総合支援室）

　TEL 58-8000	 FAX 58-8688
■さくら児童館
　TEL 58-8527	 FAX 58-8528

■梅がおか児童館
　TEL 58-8345	 FAX 58-8346
■いなほの郷児童クラブ室
　TEL 58-3956	 FAX 58-3956
■中央公民館
　TEL 58-6331	 FAX 58-7755
■アスピア玉城　　
●玉城ふれあいの館
　TEL 58-8800	 FAX 58-8801
●ふるさと味工房 アグリ	 TEL 58-8686
■社会福祉協議会	
　TEL 58-6915	 FAX 58-6916
●元気バス
　TEL 58-8181
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（平成 22 年６月 30 日現在）

（　）は６月 1 日以降の増減

　田丸城跡内堀にある大賀ハス。
今年は７月に入って、見事な大輪を
咲かせました。
　報道やカメラマン、また記念撮影
にとたくさんの方が訪れ、玉城町の１
つの名所として根付きつつあります。
ハスの実を使った料理も…（~~）/

【撮影 : 広報編集委員会】

午前 8 時 45 分～午後 5 時（水曜日は午後６時まで）
午前８時 00 分～午前 11 時 45 分
午後２時 30 分～午後  4 時 45 分

（水曜日は午後 2 時 30 分～午後５時４５分まで）

伊勢市休日・夜間応急診療所（内科・小児科）の案内
住所：伊勢市八日市場町 13-1　伊勢市福祉健康センター内　電話番号：0596-25-8795　診療日：平日夜間、日曜、祝日
診療時間：昼間　午前 10 時～正午・午後 1 時～ 5 時　夜間　午後 7 時 30 分～ 10 時
伊勢地域救急医療情報センター：電話 0596-28-1199

面談　　　受付でお申込みください。
電話相談　午前９時〜午後 4 時（TEL 58-3039）
①�午後は回診・検査・手術のために診療時間が遅

れることがあります。
②�学会等の都合で休診または担当医が変わること

があります。平成 22 年４月１日から

夜間・土日・祝日の急病診療は、医師・看護師不足とレントゲン・検査ができないため、お断りする場合がありますのでご了承ください。
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15,389 人（＋ 18 人）
7,515 人（＋   7 人）
7,874 人（＋ 11 人）

5,123 世帯（＋ 17 世帯）

診 療 時 間
受 付 時 間
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